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「学び」は「挑戦」の礎
～知ることを恐れるな

知ることに貪欲であれ～
　世の中の変化は、劇的に進展しています。
その変化のただ中に遭遇している私たち現代
人は、この時代の変革期を絶好のチャンスと
捉えることができます。そして、来たるべき
未来に向けて、積極的な挑戦を推し進めて行
くことが、私たち現代人に課せられた使命で
あると思います。
　近代の歴史は、イギリスで始まった産業革
命により、劇的な社会経済の変化をもたらし
ました。また近くでは、ＩＴ革命による驚異
的進展により、瞬時に世界が繋がり、より劇
的な異次元のサイバー空間へと私たちの思考
回路が誘導されています。
　有史以来、万物の霊長として君臨してきた
人類にとって、全史的にあり得なかった時代
が、すでに訪れています。かつて人類を上回
る知恵を持つことがなかった世界に、今初め
て人知を超えるパワーが音もなく世界中に浸
透し始めているのです。
　今ここにＡＩに勝る知能は世界には存在せ
ず、人類の総知を結集してもＡＩの知能には
敵わない時代に突入しているのです。ＡＩを
創り出した人類が、ＡＩに凌

りょうが

駕されるという、
思ってもみなかった時代に今私たちは生きて
いるのです。
　私たちは過去歴史上に無かった時代にいま
す。しかし、怖れることはありません。「学び」
は力です。「学び続ける」ことは人生への挑戦
そのものです。「知ることを怖れず、知ること
に貪欲であれ」という人間本来の未来に対す
る向上心が、必ずや正しい方向へと導いてく
れます。
　劇的な時代の変化をチャンスと捉え、全く
新しい未来のビジョンを見出す。それは「朝
日町から日本を変える、そして世界を変える」
「この時代の変革期こそ、朝日町にとって未来
を築く『挑戦』への、絶好のチャンスだ」と
いう気概が「あさひ未来学園」への希望とと
もに生まれて来るのです。

　４月８日、町内の小中学校で入学式が行われまし
た。表紙は大谷小学校の入学式後、教室で撮影した
１枚。子どもたちは、真剣な表情で入学式に臨み、
呼名では大きな返事を響かせていました。式を終え
教室に入ると、保護者と一緒に教科書などを確認し
つつ、これから始まる学校生活に胸を躍らせ、明る
い笑顔を見せていました。
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今
年
５
月
下
旬
よ
り
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
防
災
気
象
情

報
な
ど
が
上
記
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
従
来
の
情
報

か
ら
の
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

注
意
報
・
警
報
・
特
別
警
報
の
名
称
に
警
戒
レ
ベ
ル
を
付
記

● 

河
川
氾
濫
・
大
雨
浸
水
・
土
砂
災
害
・
高
潮
な
ど
、
災
害

種
別
ご
と
に
情
報
が
整
理

　
町
は
こ
の
防
災
気
象
情
報
を
も
と
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

避
難
指
示
な
ど
を
発
令
し
ま
す
。
ま
た
、
気
象
庁
が
提
供
す

る
〝
キ
キ
ク
ル
（
危
険
度
分
布
）〟
で
は
、
各
種
災
害
の
危

険
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
近
年
は
大
規
模
な
水
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
、
気
象
情
報
の
危
険
度
レ
ベ
ル
や
避
難
経
路

の
確
認
、
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど
、
万
が
一
に
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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務
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機
管
理
対
策
室　
☎
67
－
２
１
１
１

河川氾濫 大雨浸水 土砂災害 取るべき行動

警戒レベル５
相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

命の危険。
直ちに安全確保を

警戒レベル４までに危険な場所から必ず避難！

警戒レベル４
相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

危険な場所から全員避難

警戒レベル３
相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

避難に時間を要する方は
早めに避難、避難の準備

警戒レベル２
レベル２

氾濫注意報
レベル２

大雨注意報
レベル２

土砂災害注意報
ハザードマップ、

自治体からの情報を再確認

警戒レベル１ 早期注意情報 災害への心構えを
一段高める

災害から身を守りましょう
令和８年５月下旬～ 気象の警報などが変わります

リアルタイムな災害の危険度はこちら

▶キキクル（危険度分布）

朝日町の防災情報はこちら

▶防災情報メール登録方法

▶防災無線確認用電話番号（無料）
　☎０８００- ８００- １１７９

▶町公式 LINE

　町公式 LINE から防災情報を受信する方法
　１．リッチメニューの「利用者設定」をタップ
　２．「お知らせ受信設定」を選択
　３．「朝日町防災情報メール」をオン
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　令和８年度は、義務教育学校「あさひ未来学園」建設に係る敷地造成工事や実施設計、建築、朝日自然観コテー
ジ村再整備の最終年度となり、引き続き重要施策を推進する年度となります。
　また、JR 左沢駅までのバス実証運行、カーボンニュートラル実現に向けた計画づくり、有害鳥獣対策、３歳未
満児保育料無償化など公共サービスの向上に取り組みます。

令和８年度における町政運営の基本方針

　第６次朝日町総合発展計画の後期４年目、第３期朝日町まち・ひと・しごと
創生総合戦略の２年目にあたり、目指すべき将来像の実現に向け、町民の生活
や福祉を向上させる施策をこれまで以上に実行してまいります。

令和８年度 一般会計当初予算

95 2,400万円億

前年度比
42.5％(28億4,000万円)増

町民１人あたり
約 1,708,647 円

公債費
138,466 円

衛生費
132,312 円

教育費
646,618 円

土木費
82,170 円

商工費
102,852 円

消防費
50,850 円

農林水産業費
47,712 円

議会費
16,447 円

災害復旧費
その他
46,953 円

総務費
215,400 円

民生費
228,862 円

※令和８年３月31日現在　人口：5,574人　※小数点以下切り捨てで換算のため、合計が一致しない場合があります

　　特集　令和８年度のまちづくりと予算
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　　特集　令和８年度のまちづくりと予算

　今年度は、「あさひ未来学園」建設に係る敷地造成工事や実施設計を経て、本格的な建設工事開始に向けて事業を進めます。
魅力ある「日本一のコテージ村」を目指した朝日自然観コテージ村再整備は計画最終年度を迎え、今年度の秋頃完成の予定
です。また、大朝日岳登山口につながる町道立木ブナ峠線は、令和７年度に融雪災害により崩落したため、早期復旧を目指
し災害復旧工事（２カ年計画）を行います。
　ほかにも、捕獲した有害鳥獣の個体融解施設整備、朝日自然観ホテルの解体・利活用のための実施設計、JR 左沢駅まで
のバス実証運行、児童・生徒が抱える課題に対応するスクールソーシャルワーカーの派遣、３歳未満児の保育料無償化など
に取り組みます。

主 施要 策
町が今年度がんばること。

その他、予算の
詳細や町の施策
については５月
１日に全戸配布
の「予算説明書」
をご覧ください。

町道立木ブナ峠線災害復旧工事
2 億 2,200 万円

▶大朝日岳等（朝日鉱泉登山口）につながる重要な観光
　道路の早期復旧
　令和 7 年 4 月に町道立木ブナ峠線が融雪により約 80
ｍにわたって崩落する災害が発生し、令和 7 年度に調査・
測量を行い、令和 8 年度から 2 カ年の工事で早期復旧
を目指します。（担当：建設水道課 整備係）

3歳未満児保育料無償化事業

▶３歳未満児の保育料を無償化

　あさひ保育園では、これまで３歳以上児の保育料を無
償としてきましたが、安心して子どもを生み育てる環境
整備や保護者の負担軽減を考慮し、令和 8 年度より 3
歳未満児の保育料についても無償化に取り組みます。

（担当：健康福祉課 こども家庭センター）

町道・橋梁の改良事業（町道助
ノ巻北線、旧五百川橋歩道橋ほか）

1億 6,830 万円
　町道整備については、令和 8 年
度に白倉線の擁壁補強や助ノ巻北線
の道路改良を行います。
　橋梁整備について、令和 8 年度
は旧五百川橋歩道橋の補修や、町内
橋梁の長寿命化計画の更新などを行
います。

（担当：建設水道課 整備係）

あさひ未来学園整備事業30億3,220万円
▶子どもたちが「この学校で学びたい」「また明日も行きたい」
　と思える学校の建設
　町では、町内の小学校３校と中学校を統合し、新しい
学校を創設することとしています。「あさひ未来学園」
の令和 11 年 4 月開校に向け、令和 8 年度は敷地造成
工事や建築の実施設計、建築工事などに取り組みます。

（担当：教育文化課 義務教育学校創設準備室）

朝日自然観コテージ再整備事業3億3,400万円
▶魅力ある「日本一のコテージ村」を目指しリニューアル
　町では朝日自然観のホテル営業を令和 6 年度末で終
了し、宿泊機能をコテージに集約することとしています。
新築するコテージは、東北芸術工科大学の学生に基本計
画の考案を依頼し、若い感性を活かした提案内容を考慮
したうえで、令和 6 年度から工事を進めています。令
和 8 年度は計画の 3 年目（最終年）であり、秋頃の完
成を目指します。（担当：総合産業課 商工観光係）

継続

朝日自然観ホテル解体・利活用
実施設計業務委託 1,000 万円
　平成元年にオープンし、これまで
多くの方にご利用いただきました
が、宿泊機能をコテージに集約する
ことに伴い、令和 7 年 3 月末をもっ
て営業を終了しました。建物は令和
8 年度に解体と跡地利活用の実施設
計を行い、令和 9 年度に解体する
予定です。跡地の利活用についても
令和 8 年度中に検討します。

（担当：総合産業課 商工観光係）

新規 新規 新規

朝日町・左沢駅間バス
実証運行事業

112 万円
　山交バスの土曜運行の廃止に伴
い、通学や通院などで寒河江方面へ
向かう際の交通手段確保として、朝
日町と JR 左沢駅を結ぶ新たなバス
の実証運行に取り組みます。

（担当：政策推進課 地域振興係）

カーボンニュートラル実現に
向けた計画づくり

1,100 万円
　令和 6 年 3 月に見直しを行った
第 2 次朝日町環境基本計画に定め
る数値目標の達成に向け、町民・地
域・事業所・行政が連携し、カーボ
ンニュートラルの実現に向けた計画
づくりに取り組みます。

（担当：総務課 危機管理環境係）

新規 新規

スクールソーシャルワーカー
導入事業

64 万円
　不登校や小学校低学年の不適応
などの課題に対応するため、令和 8
年度より新たにスクールソーシャル
ワーカーを導入します。

（担当：教育文化課 学校教育係）

有害鳥獣被害対策推進事業
644 万円

　令和 2 年度に策定した朝日町鳥
獣被害防止計画に基づき、農作物へ
の被害を防ぐための電気柵や有刺鉄
線柵などの設置費用の一部を補助し
ます。また、猟友会の負担軽減とし
て、捕獲個体を微生物で融解する施
設を整備する場合に補助します。

（担当：農林振興課 事業係）

継続

新規継続 継続
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　　特集　令和８年度のまちづくりと予算
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作
・

果
樹
園
芸
・
畜
産
の
振
興
、
農
業
関
係

補
助
な
ど

事
業
係

災
害
対
策
、鳥
獣
被
害
対
策
、森
林
整
備
、

農
村
整
備
な
ど

農
地
調
整
係

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
転
用
、
利
用
状

況
調
査
、
農
業
者
年
金
な
ど

☎（
６
７
）２
１
１
３

商
工
観
光
係

産
業
・
観
光
政
策
、
商
工
業
の
振
興
・

支
援
、
観
光
施
設
の
維
持
管
理
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど

整　
　
備 

☎（
６
７
）２
１
１
５

上
下
水
道 

☎（
６
７
）３
５
７
０

整
備
係

町
道
・
河
川
・
住
宅
団
地
・
町
営
住
宅
・

公
園
の
管
理
、
空
き
家
等
バ
ン
ク
、
各

種
住
宅
補
助
金
、
災
害
復
旧
な
ど

上
下
水
道
係

水
道
水
の
供
給
、
水
道
施
設
・
集
落
排

水
処
理
施
設
の
管
理
な
ど

☎（
６
７
）２
１
２
５

入
院
、
外
来
、
リ
ハ
ビ
リ
、
各
種
健
診
、

在
宅
医
療
・
介
護
、
予
防
接
種
な
ど

☎（
６
７
）３
３
０
６

庶
務
係

本
会
議
や
委
員
会
等
の
開
催
、
会
議
録

の
作
成
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行
、
請
願
・

陳
情
の
受
付
な
ど

学　
校　
教　
育 

☎（
６
７
）３
３
０
２

生　
涯　
学　
習 

☎（
６
７
）２
１
１
８

西
部
公
民
館 

☎（
６
７
）２
２
０
８

北
部
公
民
館 

☎（
６
８
）２
１
１
１

西
五
百
川
小
学
校 

☎（
６
７
）２
３
６
９

宮
宿
小
学
校 

☎（
６
７
）２
３
０
６

大
谷
小
学
校 

☎（
６
８
）２
０
１
１

朝
日
中
学
校 

☎（
６
７
）２
１
２
３

義
務
教
育
学
校
創
設
準
備
室

義
務
教
育
学
校
創
設
に
向
け
た
準
備
全
般

学
校
教
育
係

学
校
教
育
の
企
画
・
振
興
、
教
職
員
の

研
修
、
施
設
の
管
理
な
ど

生
涯
学
習
係

生
涯
学
習・生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
企
画・振
興
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
文
化
財
保
護
、
自

治
公
民
館
の
研
修
、
公
民
館
の
運
営
な
ど

管
理
職

政
策
推
進
課
（
２
階
）

税
務
町
民
課
（
１
階
）

　
今
年
度
は
、
県
と
の
連
携
強
化
を
図
る
相
互
交
流
と
し
て
県
に
１
人
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
を
運
営
す
る
同
広
域
連
合
（
寒
河
江
市
）
に
昨
年
度
に
引
き
続
き
１
人
を
派
遣
し
ま
す
。

　
新
規
採
用
は
一
般
行
政
職
３
人
の
ほ
か
、
医
師
１
人
の
合
計
４
人
。
こ
の
ほ
か
、
職
員

の
再
任
用
制
度
で
８
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
職
員
数
は
前
年
４
月
１
日
と
比
較
す
る
と
、

１
人
増
の
１
５
８
人
と
な
り
ま
す
（
再
任
用
職
員
を
含
め
、
特
別
職
ほ
か
県
な
ど
へ
派
遣

し
て
い
る
職
員
は
含
ま
ず
）。

※
こ
れ
ま
で
は
全
職
員
の
体
制
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
号
か
ら
は

　
特
別
職
と
管
理
職
、
新
規
採
用
者
の
氏
名
掲
載
と
し
て
い
ま
す
。

体
制

業
務

新
規
採
用
者

農
林
振
興
課・農
業
委
員
会
事
務
局（
１
階
）

総
合
産
業
課
（
２
階
）

健
康
福
祉
課
（
１
階
）

総
務
課
（
２
階
）

建
設
水
道
課
（
２
階
）

町
立
病
院

議
会
事
務
局
・

監
査
委
員
事
務
局
（
３
階
）

教
育
文
化
課

特
別
職

町　
長　
　

  　
鈴
木　
浩
幸

副
町
長　
　

  　
伊
藤　
耕
平

建
設
水
道
課
長

鈴
木　
　
勝

事
務
職
員  　
岡
部
卯
咲
子

町
立
病
院
副
院
長
（
内
科
）

小
林　
　
傑

町
立
病
院
院
長
（
内
科
）

髙
橋　
　
潤

事
務
職
員  　
長
岡　
真
生

教
育
文
化
課
長

早
坂　
健
一

事
務
職
員  　
宮
嶋　
孝
則

町
立
病
院
事
務
長

阿
部　
容
一

教
育
文
化
課
主
幹

鈴
木　
　
誠

医　
師　
　

  

渡
会　
瑠
斗

（
山
形
県
立
中
央
病
院
よ
り
）

町
立
病
院
総
看
護
師
長

瀬
尾
美
智
子

教
育
長　
　

  　
堀　
　
俊
一

建
設
水
道
課
主
幹

伊
藤　
真
一

総
務
課
長　
　

  

三
浦　
浩
一

政
策
推
進
課
長  

岡
崎　
国
宏

税
務
町
民
課
長  

阿
部　
祐
子

健
康
福
祉
課
長

伊
藤　
博
美

総
務
課
主
幹　

  

安
達　
和
史

農
林
振
興
課
長

伊
藤　
　
淳

総
合
産
業
課
長

阿
部　
正
樹

議
会
事
務
局
長

佐
藤　
　
修
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役
場
消
防
部
長

※
（　
）
内
は
団
員
の
出
身
地
区

　
三
の
三
部
長

　
三
の
二
部
長

　
三
の
一
部
長

　
同
副
分
団
長

第
三
分
団
長

　
二
の
四
部
長

　
二
の
三
部
長

　
二
の
二
部
長

　
二
の
一
部
長

　
同
副
分
団
長

第
二
分
団
長

　
一
の
四
部
長

　
一
の
三
部
長

　
一
の
二
部
長

　
一
の
一
部
長

　
同
副
分
団
長

第
一
分
団
長

〃〃〃〃〃〃

本
部
付
分
団
長

副

団

長

団

長
岡
﨑 

浩
幸

志
藤 

陽
平

安
藤 

尚
之

村
山 　

智

佐
藤 　

拓

清
野 

真
人

長
岡 

宏
明

海
野 

師
輝

鈴
木 

聖
也

長
岡 

儀
英

鈴
木 

智
仁

鈴
木
翔
太
朗

齋
藤 　

隆

鈴
木 

貴
典

清
野 

輝
文

鈴
木 

俊
吾

阿
部 

由
良

佐
藤 

剛
史

遠
藤 

隆
弘

阿
部 

春
樹

白
田 　

薫

布
施 

昭
信

佐
藤 

義
則

佐
藤 

貴
志

長
岡 

佳
之

阿
部 

勝
彦

長
岡 

秀
典

︵
総
務
課
︶

︵
川　

通
︶

︵
真　

中
︶

︵
大
谷
第
七
︶

︵
栗
木
沢
︶

︵
大
谷
第
二
︶

︵
常　

盤
︶

︵
能　

中
︶

︵
松　

程
︶

︵
太
郎
第
一
︶

︵
西
船
渡
︶

︵
松　

程
︶

︵
杉　

山
︶

︵
沼　

向
︶

︵
四
ノ
沢
︶

︵
大　

町
︶

︵
新　

宿
︶

︵　

宿　
︶

︵
真　

中
︶

︵
常　

盤
︶

︵
大
谷
第
四
︶

︵
助
ノ
巻
︶

︵
松　

程
）

︵
沼　

向
︶

︵
太
郎
第
二
︶

︵
大　

町
︶

︵
栄　

町
︶

月 火 水 木 金 土

内　
科

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※１

循環器 ○
肝　臓 ●
糖　尿 ○

外　科 ○
整形外科 ○ ※２ ○ ※３

眼　科 ● ●

※１ 毎月第１土曜日の診察となります。
※２ 第１・３・５週目の診察となります。
※３ 第２・４週目の診察となります。

・詳しい予定についてはお問合せください。
・受付は午前 11 時 30 分までです。
・�診察予定は都合により変更となる場合が

あります。
・�月曜日の肝臓外来受付は午後２時 30 分ま

でです。
・眼科外来受付は午後３時 30 分までです。
・�金曜日の循環器外来受付は午前 11 時まで

です。

今年度の診察予定表 ( 〇は午前、●は午後診療 )

令和８年度 町立病院診察予定表
■町立病院　☎６７- ２１２５

地域の安心と安全を守る　令和８年度 町消防団体制
■危機管理対策室　☎６７- ２１１１

第３分団第１部へ納車　消防庁から車両を無償貸与
■危機管理対策室　☎６７- ２１１１

開校に向けて　あさひ未来学園敷地造成工事安全祈願祭
■義務教育学校創設準備室　☎６７- ３３０２

就任あいさつ　副町長に伊藤耕平氏が就任

新任医師・退任医師のあいさつ
よろしくお願いします
新任医師　医長（内科）  渡

わたらい

会 瑠
りゅうと

斗
お世話になりました
退任医師　前医長（内科）  武

た け だ

田 卓
た く や

也
　4 月より朝日町立病院に赴任しました
渡会瑠斗と申します。昨年度まで山形

県立中央病院で勤務していました。
　朝日町で新たに勤務できることを大変うれしく思っ
ております。地域の皆さまに安心して受診いただける
よう、病気のことや治療のことを分かりやすく丁寧に
お伝えし、気になることを気軽に相談していただける
身近な医師を目指してまいります。ちょっとした体調
の変化でも、気軽に相談してください。
　皆さま一人ひとりのお気持ちに寄り添いながら、健
康を支える一助となれるよう精一杯努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

　朝日町立病院での勤務は１年間とい
う短い期間でしたが、温かい町民の皆さ

まに支えられ、とても充実した経験ができました。
　朝日町では病院へ受診いただいた患者さんだけでな
く、飲食店や温泉など勤務外の場面でも町民の皆さん
と関わることができ、とてもうれしかったです。また、
ワインまつりや卓球大会にも参加させていただき、何
歳になっても活気あふれる姿を見ることができました。
いたらぬ点も多々あったかと思いますが、１年間本当
にありがとうございました。
　今後も皆さまのご健康と朝日町の発展を心よりお祈
りしております。

　　町政スポット

■主な経歴等
　昭和 57 年生まれ（43 歳）　�平成 18 年 4 月 経済産業省入省…平成 25 年 4 月 寒河江市さがえ未来創成課長就任…　　

令和 7 年 12 月 中小企業庁小規模企業振興課課長補佐就任…令和 8 年 4 月 朝日町副町長就任

　浅学非才の我が身を顧みず、副町長
という重責を担わせていただくこと、
身の引き締まる思いをしております。
　朝日町では「チャレンジ・つながり・
希望～町民が活躍し笑顔あふれるまち
～」を掲げて、まちづくりに取り組ん
でおります。
　その実現のために、あさひ未来学園

の創設、朝日自然観コテージ村の整備、
各種災害復旧などの大型プロジェクトを
含むまちづくりについて、鈴木町長の下、
町民の皆さまと協力しながら邁進してま
いりたいと存じます。
　現在、そして未来の朝日町のために誠
心誠意努力してまいりますので、ご指導ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　
3
月
24
日
、
四
ノ
沢
地
内
の

建
設
予
定
地
に
て
、
義
務
教
育
学

校
〝
あ
さ
ひ
未
来
学
園
〟
敷
地
造

成
工
事
の
着
工
に
先
立
ち
、
安
全

祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
施
工
を
担
当
す
る
大
東
建
設
株

式
会
社
の
主
催
に
よ
り
、
関
係
者

22
人
が
出
席
。
代
表
者
が
玉
串
を

奉
納
す
る
な
ど
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。鈴
木
町
長
は「
学

校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
、
安
全
に
工
事
を
進
め
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
校
舎
建
設
へ
と
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
３
月
15
日
、
総
務
省
消
防
庁
か

ら
救
助
用
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
、
第
３
分
団
第
１

部
へ
無
償
で
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
正
面
駐
車
場
で
行
わ
れ
た

引
渡
式
に
は
、
鈴
木
浩
幸
町
長
、

長
岡
秀
典
消
防
団
長
、
消
防
団
員

や
地
元
区
長
が
出
席
。
車
両
の
お

清
め
を
行
っ
た
ほ
か
、
納
入
業
者

か
ら
車
両
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
貸
与
を
受
け
、
鈴
木
町

長
は
「
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
万
が

一
の
事
態
に
備
え
、
今
後
も
訓
練

を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
安

心
・
安
全
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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町
の
魅
力
発
信
と

つ
な
が
り
づ
く
り

特
産
品
開
発
で
町
の

魅
力
を
さ
ら
に
広
く

森
を
活
か
し
た
産
業

づ
く
り
を
目
指
し
て

主な事業
観光プログラムや
コンテンツづくり

主な事業
特産品の開発や地域の
魅力発信

主な事業
森林サービス産業の
提案や推進

株式会社 GLOCAL
伊
い と う

藤 健
け ん す け

介

株式会社 COCOL
伊
い と う

藤 理
り か

花

株式会社 佐藤岳利事務所
佐
さ と う

藤 岳
た け と し

利

活
躍
す
る
民
間
人
材
の

こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
。

広報あさひまちでも連載中
　昨年 10 月号から始まった連載コーナー “ 我ら地域活性化起業人 ” では、
地域活性化起業人がコラム記事を掲載しています。ぜひご注目ください。

　
令
和
7
年
度
は
、
朝
日
町
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
、
町
外
の
方
と
の
継
続
的
な
つ

な
が
り
を
育
む
関
係
人
口
の
創
出
を
目
的

と
し
て
、
公
式
L
I
N
E
「
あ
さ
ひ
ま
ち

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
季
節
の
話
題
、
地

域
の
魅
力
な
ど
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
町

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や

す
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
コ
テ
ー
ジ
施
設
の
利
用
促

進
に
向
け
て
料
金
体
系
の
見
直
し
や
予
約

民
間
人
材
の
専
門
的
な
知
識
を

活
か
し
、
町
が
目
指
す
姿
の

実
現
に
向
け
、
町
で
は
昨
年
４
月

か
ら
〝
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
〟

を
活
用
し
、
３
人
の
民
間
人
材
を

株
式
会
社
朝
日
町
総
合
産
業
開
発

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
活
性
化
起
業
人

の
３
人
に
昨
年
度
の
町
内
に
お
け

る
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
と

　
昨
年
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
朝
日
町
の
棚
田
米
を
活
用

し
た
「
お
米
め
ん
」
の
開
発
・
商
品
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
天
日
干
し
棚
田
米
は
高
品

質
で
あ
る
一
方
、
販
売
力
や
認
知
度
に
課
題

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
開
発
の
背
景
と
し

て
他
の
地
域
で
は
「
米
麺
」
が
ヒ
ッ
ト
し
て

い
る
事
例
が
あ
り
、
食
味
が
よ
く
高
品
質
の

棚
田
米
を
活
用
し
た
商
品
開
発
で
付
加
価
値

を
高
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
棚
田
を
守
り
続

け
る
た
め
に
は
安
定
し
た
収
益
基
盤
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　
「
お
米
め
ん
」
は
、
健
康
志
向
の
高
ま
り

に
応
え
る
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
（
※
小
麦
を
は

じ
め
と
し
た
穀
物
の
タ
ン
パ
ク
質
の
主
成
分

グ
ル
テ
ン
を
除
去
し
た
も
の
）
で
、
試
作
か

ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
販
促
物
制
作
ま

で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
棚
田
米

の
「
お
米
め
ん
」
は
、
今
後
、
株
式
会
社
朝

日
町
総
合
産
業
開
発
で
販
売
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
起
業
人
2
年
目
、
2
0
2
6

年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」。
朝
日

町
全
体
の
実
に
77
％
、
1・4
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
占
め
る
森
林
を
舞
台
と
す
る
新
し
い
産

業
づ
く
り
で
す
。森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
は
、

森
林
を
活
用
し
た
産
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
観

光
、
健
康
、
教
育
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
産
業
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
4
月
に
着
任
以
来
、
私
は
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
々
と
お
会
い
し
、
精
力
的

に
地
域
の
資
源
、
文
化
、
伝
統
な
ど
宝
物

を
探
し
、朝
日
町
な
ら
で
は
の
〝
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
〟
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

　

豊
か
で
雄
大
な
自
然
環
境
、
日
本
一
の
り

ん
ご
園
、
日
本
初
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
歴

史
あ
る
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
自
然
食

材
や
伝
統
文
化
な
ど
、
朝
日
町
に
は
世
界
に

誇
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
目
白
押
し
で
す
。
こ
れ

ら
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
、
森
林
浴
、

宿
泊
や
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
企
業
や
子

サ
イ
ト
の
整
備
を
行
い
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
選
ば
れ
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
内
資
源
の
活
用
に

向
け
た
関
係
者
と
の
意
見
交
換
や
現
地
確

認
を
重
ね
、
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
誘

客
促
進
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
基
盤

づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
8
年
度
も
引
き
続
き
「
あ
さ
ひ
ま

ち
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
通
じ
た
関
係
人
口
の

創
出
を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
テ
ー
ジ
の

販
売
料
金
や
宿
泊
プ
ラ
ン
の
改
善
、
地
域

資
源
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
た
滞

在
型
観
光
の
推
進
を
図
り
、
朝
日
町
に
よ

り
長
く
滞
在
し
て
い
た
だ
け
る
観
光
客
の

獲
得
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度

も
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
町
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
朝
日
町
総
合
産
業
開

発
が
町
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
」
の
推
進
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
、

専
門
的
知
見
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
商

品
ペ
ー
ジ
の
改
善
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
の
強
化
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
画
像
の
見
直
し

や
撮
影
体
制
の
強
化
に
よ
り
寄
付
額
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
商
品
１
０
７
件

の
登
録
を
達
成
し
、
生
産
者
へ
の
訪
問
や
在

庫
確
保
の
取
組
み
に
よ
っ
て
主
力
商
品
で
あ

る
り
ん
ご
の
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
朝
日
町
の
魅
力
で
あ
る
高
品

質
の
モ
ノ
へ
の「
価
値
の
再
定
義
」、「
ブ
ラ
ン

ド
基
盤
の
整
備
」、そ
し
て「
地
域
活
性
化
」

へ
と
、
商
品
開
発
を
通
し
て
、
町
の
持
続
的
な

発
展
を
目

指
し
て
い

き
ま
す
。

ど
も
た
ち
の
学
び
、
森
林
医
療
な
ど
に
よ

り
、参
加
者
に
は
心
身
の
癒
や
し
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
幸
福
感
や
生
き
が
い
を
提
供
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
は
雇
用
と
所
得
の
機
会
を
つ
く

る
こ
と
で
、
朝
日
町
の
発
展
と
豊
か
な
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
実
験
や
ト
ラ
イ
ア
ル
も
含
め

て
、
4
月
よ
り
月
に
1
～
2
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
興
味
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

昨年の産業まつりにて
あさひまちサポーターを

宣伝している様子

昨年の産業まつり
での PR の様子

佐藤さんが企画し、
昨年９月 27 日に開催された

エコツアーの様子

町との主な連携事項は
観光コンテンツの開発

● �観光交流 3 施設や町全体
をつなぐ観光プランづくり

● �観光、農泊に係る情報の
共有と発信

● �新たな特産品の開発促進
や効果的な広報、プロモー
ションの強化

● 特産品の販路開拓の推進

● �森林サービス（森林空間
を活用した体験サービス
など）のコンテンツづくり
の推進

● 森林サービス産業に係る情
報の共有と発信

と
も
に
、
今
後
の
活
動
の
展
望
を

聞
き
ま
し
た
。

　

町
は
、
制
度
の
活
用
に
よ
り
町

内
の
観
光
交
流
施
設
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
や
特
産
品
の
開
発
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

例えば…
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　健康増進センターを会場に、西部地区在住の子どもたちの
交流を図る “ 西部キッズ冬季大会 ” が開催され、小中学生約
60 人が参加しました。
　今回行われたのは、氷上で行われるカーリングを室内でも
楽しめるよう考案されたニュースポーツ “ カローリング ” と、
輪投げ、ダーツの３種目。子どもたちは真剣な表情を見せな
がらも「惜しい」「頑張れ」など声をかけ合い、学年を超え
た思い出づくりを楽しみました。

　あさひ保育園の卒園式が行われました。今年
卒園した子どもは 28 人。卒園児呼名では、一
人ひとりが大きな返事で応え、真剣な表情で卒
園証書を受け取り、元気に成長した姿を見せて
いました。
　保護者は「普段とは違う、成長した姿を見るこ
とができた。子どもには自分のやりたいことに一
生懸命取り組んでほしい」と、目に涙を浮かべな
がら語り、今後の成長に期待を寄せていました。

　３月 28 日から４月５日にかけて、星の会（成
原千枝代表）主催の「ひなかざり展」が新

す ん た く

宅今
井家で行われました。旧今井家に伝わるものや
地域住民から寄せられたひな人形などを展示。
中には江戸時代に作られたものもあり、訪れた
約 280 人の目を引いていました。
　また、29 日には同会場で、西松屋菓子店の白
田光博さんを講師に迎え、和菓子作り体験が行
われました。参加者は白田さんのお手本を見な
がら「練り切り」に挑戦。集中して作業に取り
組みながらも和気あいあいと交流のひとときを
楽しんでいました。

　朝日町食生活改善推進委員会が町内３小学校の入
学式で、新１年生に豆菓子 “あさひ豆 ”を贈りました。
　西五百川小旧三中分校や大谷小旧川通分校で
は、かつて地域のお母さんが子どもの入学の日に、
豆菓子を持たせる慣習がありました。「マメで元
気に、豆のように丸く優しく育ちますように」と、
子どもの健やかな成長と幸せを願ったもので、地
域文化と食育の大切さを伝えようと、同委員会が
平成 26 年度にこの慣習を復活。今年は、会員が
入学式前日の７日に役場調理室で心を込めて調理
しました。“あさひ豆”を受け取った子どもたちは、
喜びいっぱいの表情を見せていました。

　山形銀行宮宿支店にて、町文化教室の書道教室（鈴木たみ
子代表）による作品展が行われました。
　会場には同教室の会員12人と講師の成原千枝さんの作品、
計 14 点が展示されました。これまでの作品展では講師が選
んだ言葉を書いていましたが、今回は会員の皆さんが自身で
選んだ言葉を揮

き ご う

毫。“ 風花 ” と揮毫した会員は「きれいな言
葉だと思って選んだ。今後の人生はこの言葉のように生きた
い」と、作品に込めた思いをにこやかに語っていました。

3
20

3
25

3
29

4
8

スポーツで生まれる新たな交流

28 人の子どもたちが新たな一歩

歴史あるひな人形がずらり

全力で綱を引いて一致団結

マメで元気に、優しく育ちますように

毎年恒例の華やかな作品展

西部キッズ冬季大会

あさひ保育園 卒園式

ひなかざり展

“ あさひ豆 ” をプレゼント

書道教室作品展
3 2
〜23

◀ 29 日に行わ
れた和菓子作
りの様子

3
20

　町民体育館で、33 回目を数える中部地区子ど
も会の綱引き大会が開催されました。
　中部地区に住む小中学生を対象としたこの大
会は、スポーツを通じて交流と親睦を図るとと
もに、各子ども会の連帯感を養うことを目的に、
毎年この時期に開催されています。
　当日は９チーム編成約 130 人が参加して熱戦
を繰り広げ、最後は “ 元町・西原 ” チームが優勝。
子どもたちは、仲間と共に汗を流し、達成感に
満ちた表情を浮かべていました。

中部地区子ども会
綱引き大会
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町
立
図
書
館
新
刊
案
内　
　
　
　

「
釣
り
侍
」

佐
藤 

賢
一　
著

新
潮
社

　
磯
釣
り
が
「
武
芸
」
と
し
て
奨
励

さ
れ
る
大
泉
藩
。
勘
定
目
付
の
前
原

又
左
衛
門
は
、
自
慢
の
荘
内
竿
を
手

に
鍛
錬
に
励
む
日
々
だ
っ
た
が
、
お

家
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
…
。
武
士
の

矜
持
と
人
情
が
交
差
す
る
時
代
小

説
。『
小
説
新
潮
』掲
載
を
単
行
本
化
。

「
花
と
短
歌
で
め
ぐ
る

二
十
四
節
気
花
の
色
い
ろ
」

俵 

万
智　
季
節
の
案
内
人

浦
沢 

美
奈　
花
・
写
真

K
A
D
O
K
A
W
A

　
歌
人
・
俵
万
智
の
短
歌
と
エ
ッ
セ

イ
が
、
二
十
四
節
気
ご
と
の
旬
の
色

を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
。
花
店
や
街
で
目
に

す
る
、
四
季
折
々
の
代
表
花
は
も
ち

ろ
ん
、
季
節
の
花
や
ア
レ
ン
ジ
に
溢

れ
る
自
然
の
色
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
す

く
い
上
げ
る
。

「
き
ょ
う
は
な
に
き
る
？
」

く
ら
は
し 

れ
い　
作
・
絵

K
A
D
O
K
A
W
A

　
き
ょ
う
は
、
女
の
子
に
と
っ
て
特

別
な
日
。
お
め
か
し
を
し
よ
う
と
、

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
開
け
れ
ば
、
そ
こ

に
秘
密
の
扉
が
あ
っ
て
…
。
羊
の
ワ

ン
ピ
ー
ス
屋
さ
ん
、
白
鳥
の
ブ
ラ
ウ

ス
屋
さ
ん
。
心
と
き
め
く
お
洋
服
と

出
会
う
旅
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
涯
し
な
い
影
に
／
赤
川
次
郎　
▼

言
問
ラ
プ
ソ
デ
ィ
／
小
野
寺
史
宜　

▼
外
の
世
界
の
話
を
聞
か
せ
て
／
江

國
香
織　

▼
D
A
N
G
E
R
／
村

山
由
佳　
▼
劇
場
と
い
う
名
の
星
座

／
小
川
洋
子　

▼
マ
カ
ン
・
マ
ラ

ン
―
二
十
三
時
の
夜
食
カ
フ
ェ
―

／
古
内
一
絵　

▼
ビ
バ
リ
ウ
ム
―

A
d
o
と
私
―
／
小
松
成
美　

▼

明
日
、
あ
た
ら
し
い
歌
を
う
た
う
／

角
田
光
代　
▼
暗
黒
の
彼
方
／
堂
場

瞬
一　
▼
う
き
う
き
思
い
つ
き
ひ
と

り
遠
足
／
た
か
ぎ
な
お
こ　
▼
ボ
ウ

ル
も
型
も
い
ら
な
い
！
本
当
は
秘
密

に
し
た
い
耐
熱
容
器
の
家
お
や
つ
／

青
木
ゆ
か
り　
▼
子
ど
も
の
消
え
ゆ

く
国
で
―
『
無
子
高
齢
化
』
と
地
域

の
子
育
て
―
／
前
田
正
子　
▼
悩
脳

と
生
き
る
―
脳
科
学
で
答
え
る
人

生
相
談
―
／
中
野
信
子　

▼
シ
ン

プ
ル
だ
か
ら
悩
ま
な
い
！
ワ
ン
パ

タ
ー
ン
献
立
―
心
も
体
も
す
っ
き
り

整
う
35
献
立
70
品
―
／
長
谷
川
あ
か

り　
▼
デ
コ
ピ
ン
の
と
く
べ
つ
な
い

ち
に
ち
／
フ
ァ
ニ
ー
・
リ
ム　
▼
芥

川
龍
之
介
短
編
集
／
芥
川
龍
之
介　

▼
太
宰
治
短
編
集
／
太
宰
治　

▼

９
９
９
ひ
き
の
き
ょ
う
だ
い
と
カ
ル

ガ
モ
ち
ゃ
ん
／
村
上
康
成　

ほ
か

【ブックテーマコーナー】
山形出身の先生②
土田義晴さん

　町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

の
な
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
改
め

て
、
人
の
あ
た
た
か
さ
に
支
え
ら
れ

て
き
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
空
撮
を
通
じ
て
、
朝
日
町

の
新
た
な
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
活
動
を
続
け
る

中
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
る
人
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ

た
こ
と
も
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
ド
ロ
ー
ン
事
業
を
軸
に
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
関
わ
り
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
〝
や
っ
て
み
な
き
ゃ
わ
か
ら
な
い
〟

こ
の
言
葉
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も

挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

やってみなきゃわからない、から始まった3年間
大谷地区まちづくり推進員 ( 地域おこし協力隊 )　頼

よ り

實
ざ ね

 孝
た か

明
あ き

（東京都出身）

　
朝
日
町
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
活
動
を
、
こ
の
た
び
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
着

任
当
初
は
、地
域
の
魅
力
を
〝
見
る
〟

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
関
わ
る
中
で
、そ
の
魅
力
に
触
れ
、

ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
谷
地
区
で
初
め
て
と

な
る
協
力
隊
と
し
て
、
地
域
の
方
々

と
共
に
3
年
間
の
任
期
を
全
う
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
大
谷
地
区
で
は
、
盆
踊
り
の
復
活

に
向
け
た
取
組
み
や
、
白
山
神
社
の

池
の
整
備
、
そ
し
て
釣
り
大
会
の
実

施
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
汗

を
か
き
な
が
ら
活
動
し
、
か
け
が
え

【令和８年４月１日現在の地域おこし協力隊】
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一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

地域おこし協力隊が新たに２名着任
似顔絵でなじめるように

斎
さいとう

藤 天
あ ま ね

音

大切な技術を未来へ
西
さいじょう

條 勇
ゆ う た

太

　似顔絵が得意なので、地
区で頑張っている方を似顔絵で紹介してい
きたいです。先輩の隊員たちの事業も一部
引き継ぎながら、大谷に早くなじめるよう
活動していきます。

　もともと就農を考えてお
り、果樹作業を体験したことをきっかけ
に果樹農家になることを決めました。
　朝日町の大切なりんご栽培技術を引き
継げるよう精進していきます。

　

４
月
１
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
斎
藤
天
音
さ
ん
、

西
條
勇
太
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
藤
さ
ん
は
大
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
、
西
條
さ
ん
は

り
ん
ご
の
郷
の
担
い
手
と
し
て
着
任
。
３
年
間
の
任
期
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
や
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
、
ま
ち
づ

く
り
の
支
援
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
P
R
活
動
や
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
支

援
な
ど
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
。
３
月
20
日
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
一
年
間
の
活
動

成
果
な
ど
を
紹
介
す
る
報
告
会
が
秋
葉
山
交
遊
館
に
て
行

わ
れ
、
約
１
０
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
パ
ネ
ル
展
示
や
日
々
の
活
動
を
紹
介
す
る
イ

ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
を
配
置
。
ま
た
、
着
任
一
年

目
の
隊
員
は
自
身
の
活
動
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
関
わ
り
の
あ
る
町
民
か
ら
も
紹
介
を
受
け
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
を
見
に
訪
れ
た
町
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、
隊

員
た
ち
の
報
告
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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　御堂の中にある厨
ず し

子は、唐
か ら は ふ

破風様式、二重垂
た る き

木造りの手の込んだ作りで、祀
まつ

ってある御本尊も一木
造りの立派な木像であり、二代目の虚空蔵尊と伝えられています。
　創建年代等は不明ですが、内

ないじん

陣にある棟
むなふだ

札には「宝暦弐年
（1752）…奉再

さい
興
こう

虚空蔵堂所
しょがん

願成
じょうじゅところ

就攸…」とありますので、それ
以前から祀られていたことになります。さらに「弘化弐年（1845）
奉再建虚空蔵大菩薩堂一宇…」の棟札もあります。また、昭和 25
年（1950）にも改築を行い、昔寺子屋として使われていた南側の
建物を取り壊

こわ

したとのことです。しかしながら、内陣にある厨子
は創建当時からのものとも思われます。

朝
日
町
の

神
社
と
御
堂

虚
こ く ぞ う

空蔵堂（今平）第35回
 【所在地】今平集落の西側の角

か ど

に、村社として村を見守るように立っている

�

― 

町
全
体
が
博
物
館
　
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

― 　「虚空蔵」とは虚空が全てを蔵するように無限の知恵と慈
じ ひ

悲を持つとされ、人々にこれらを
与え、願いを満たして救ってくれる菩薩なんだよ。白鷹山の山頂にも祀られているんだよ。

ウサヒのゆるっと解説

３月１日～３月 31 日届出 ACPはどう始める？
大切にしたい “生き方 ”を話そう

【 令和８年度 第１回 】今月の担当 … 髙橋 潤 朝日町立病院院長

掲載を希望しない場合は
届け出の際にお申し付けください

保護者名性別区　名 出生児氏名
すこやかにBirths

新　宿 古　澤　杏
あ

心
こ

女 裕和・美里

区　名 死亡者氏名 世帯主名
やすらかにObituaries

八ツ沼	 阿　部　圓　利	 忠　之
前田沢	 安孫子　秀　志	 宏　栄
大谷第三	 白　田　光　市	 守　司
大　町	 渡　邊　美代子	 本　人
新　宿	 阿　部　德　男	 光　春
杉　山	 阿　部　一　男	 美恵子
舟　渡	 遠　藤　美津子	 本　人
栗木沢	 遠　藤　雅　広	 まり子
古　槙	 渡　邉　しおの	 秀　壽
松　程	 阿　部　　　歩	 　功
新　宿	 熊　谷　正　一	 正　弘
小　原	 菅　井　あつ子	 裕　介
石須部	 長　岡　健　一	 百合子
大谷第四	 川　村　儀一郎	 本　人

　
A
C
P
（
ア
ド
バ
ン
ス・ケ
ア・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）※
と
い
う
と「
ど

ん
な
治
療
を
受
け
る
か
」
を
決

め
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
本
当
に
大
切
な
の
は
そ
の

前
に
あ
る
、「
ど
ん
な
人
生
で
あ

り
た
い
か
」「
何
を
大
切
に
し
て

過
ご
し
た
い
か
」
を
考
え
る
こ

と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、「
で
き
る
だ
け

自
宅
で
過
ご
し
た
い
」「
家
族

と
一
緒
の
時
間
を
大
切
に
し
た

い
」「
人
の
世
話
に
な
り
す
ぎ
る

の
は
避
け
た
い
」
な
ど
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
大
事
に
し
た
い
思
い

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
価
値

観
は
、
い
ざ
医
療
の
選
択
が
必

要
に
な
っ
た
時
の
〝
道
し
る
べ
〟

と
な
り
ま
す
。

　

始
め
方
は
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
日
常
の
会
話
の
中
で
、「
こ

れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら
し
て

い
き
た
い
か
」「
大
切
に
し
た
い

こ
と
は
何
か
」
を
家
族
や
身
近
な

人
と
少
し
ず
つ
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。結
論
を
出
す
必
要
は
な
く
、

気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
す
。
そ
ん
な
選
択
で

あ
れ
ば
、
治
療
方
針
（
つ
ら
く
と

も
少
し
で
も
長
生
き
を
と
か
、
人

生
は
短
く
な
っ
て
も
穏
や
か
に
と

か
）
は
こ
う
し
た
ら
い
い
か
な
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
考
え
は
時
間
と
と
も

に
変
わ
る
も
の
で
す
。
そ
の
時
々

の
思
い
を
繰
り
返
し
話
し
合
う

こ
と
で
、
よ
り
自
分
ら
し
い
生

き
方
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
共
有
さ
れ
た
思
い

は
、
そ
の
後
、
医
療
に
つ
い
て

考
え
る
際
の
大
切
な
土
台
と
な

り
ま
す
。
次
回
は
、
医
療
者
と

ど
の
よ
う
に
話
し
合
い
を
進
め

て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
具
体
的

な
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
朝
日
町
立
病
院☎
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災害時の相互応援に向けて
山辺町と協定締結

防災の意識を高める
朝日町防災講座

　町は３月 23 日、災害発生時における相互応援に向
けて山辺町（安達春彦町長）と協定を締結しました。
　災害などにより町中心部～山間部の道路が寸断され
た場合の支援方法について、昨年 11 月から意見を交
わしてきた両町。今回の協定により、町単独で被災者
支援ができない場合には、もう一方の町が食料や飲料
水、安全な避難所を提供するほか、平時には支援物資
や避難に関する情報交換を行い、防災・減災に向けて
連携して取り組みます。

　３月 24 日、町民および防災リーダー（災害発生時
に住民共助の中心的役割を担う人材）を対象とする防
災講座が、創遊館で開催されました。
　自主防災に関する知識を再確認するとともに、町民
一人ひとりの防災意識の向上や、自助・共助の実践力
を高めることを目的とするこの講座。県自主防災アド
バイザーの花輪晃彦さんを講師に、参加者は防災マッ
プを活用してマイ・タイムライン（一人ひとりの身体
状況などに合わせた避難行動を時系列で整理したもの）
を作成し、地域における防災への理解を深めました。

●令和８年　３月31日 現在

(※外国人を含む)

※(　)内は先月比

人口と世帯数Population

------ ３月中の異動 -----
出生
死亡

１人
17人

転入
転出

20人
34人

人　口 5,574 人 (－ 30)
男 2,792 人 (－ 18)
女 2,782 人 (－ 12)

世帯数 2,269 世帯 (± ０)

※�

A
C
P
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
は
…　
　
　

も
し
も
の
時
に
備
え
、
自
身
の
医

療
・
介
護
の
希
望
を
前
も
っ
て
家

族
や
か
か
り
つ
け
医
と
話
し
合

い
、
共
有
す
る
こ
と
。
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こ
の
た
び
、
広
報
紙
担
当
を
離
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
行
事
に
足
を
運

ん
だ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
と

広
報
担
当
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
が

で
き
、
改
め
て
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

３
年
間
、
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
学
ぶ
こ
と
も
多
く
楽
し
い

日
々
で
し
た
。
こ
う
し
て
職
務
を
全
う

で
き
た
の
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 　
岡
﨑　
陽
果

　
4
月
よ
り
広
報
担
当
と
な
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
作
れ

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
朝
日
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

や
知
ら
な
い
場
所
が
多
い
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
地
へ
取
材
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
話
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
！
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　

 　
　
白
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一
暉

春夏秋冬

Instagram ▶ホームページ▶ 町公式ホームページ内 “ まちの写真館 ” および町公式 Instagram には、
本紙の記事に関連した写真や動画を掲載しています。ぜひご覧ください

朝
日
中
学
校

入
学
式　

暖
か
い
日
が
続
き
、
た
く
さ
ん
の
花
が
春
の
訪
れ
を
告
げ

始
め
た
４
月
８
日
。
朝
日
中
学
校
で
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、

28
人
が
新
し
い
学
び
舎
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
入
生
代
表
と
し
て
佐
藤
直
生
さ
ん
が
「
先
輩

方
の
よ
う
な
立
派
な
朝
日
中
生
に
な
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
そ

の
姿
を
見
習
い
、
仲
間
と
と
も
に
自
分
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
へ
の

意
気
込
み
を
堂
々
と
語
り
、
式
の
最
後
に
は
、
各
学
年
の
代

表
者
と
と
も
に
友
情
の
誓
い
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
た
ち
は
、
新
た
な
学

校
生
活
へ
の
期
待
と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。


